メディチ家のヴィラの庭園ーミケロッツォ設計の初期のヴィラを中心にー by 野中 夏実
メディチ家のヴィラの庭園 
メディチ家のヴィラの庭園 
－ミケロッツォ設計の初期のヴィラを中心に－ 
 
The Gardens of the Medici : 
The Early Villas Designed by Michelozzo 
 
野中 夏実 
NONAKA Natsumi 
 
 
The Medici, famous Florentine family of bankers, humanists and art patrons, in the 
course of the 14th to the16th centuries, acquired and constructed numerous villas in 
the surrounding countryside. These ranged from rustic agricultural complexes to 
sophisticated places of villegiatura and were generally accompanied by gardens. 
The purpose of this paper is to examine the features of the gardens of Il Trebbio, 
Cafaggiolo, Careggi and Fiesole－the four early villas designed by Michelozzo－more 
precisely, their location, their layout and their components such as vegetation, water or 
views. The appreciation and enjoyment of flowers, trees, fountains or views, whether of 
the garden itself or of the surrounding landscape, should be interpreted not only as a 
development in garden design but also as a shift in aesthetic and ideological values. 
 
 
I はじめに 
 
イタリアでは 13世紀頃から都市が発達し、土地と結びついた中世の封建的な農業経済か
ら、都市を中心にした商業経済へと移行していった。トスカーナ地方の有力な都市フィレ
ンツェも、織物や革製品の貿易と金融業により繁栄し、その富を基盤にして学問や芸術を
大きく開花させている。フィレンツェの北東郊ムジェッロ地方の出身でその後最も有力と
なったメディチ家は、現代でいうところの銀行と商社を経営していた。1397年にジョヴァ
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ンニ・ディ・ビッチによりはじめられた事業は、息子コジモ・イル・ヴェッキオに引き継
がれ、フィレンツェに銀行のほかに絹織物の会社を一つと毛織物の会社を二つ、その上ピ
サ、ローマ、ヴェネツィア、ミラノ、アヴィニョン、ブリュージュ、ロンドン、ジュネー
ヴに支店をもつにいたった。そして教皇をはじめ、ヨーロッパ中の王侯貴族に金を貸し、
オスマン・トルコと東方の産物の取引をしていた1。 
当時こうした都市の裕福な市民は、都市で商工業を営むかたわら、郊外の土地にも投資
していた。都市近郊の田園には、古くからの貴族の城砦とともに、台頭してきた市民階級
の所有するヴィラが点在するようになった。14 世紀から 16 世紀にかけて、メディチ家の
支配者たちも、主としてフィレンツェの近郊に土地を購入し、当時の才能ある建築家を起
用して、館を新築したり、すでにある中世風の建物を改築したり、造園を行ったりしてい
る。（表 1・2）メディチ家のヴィラは、フィレンツェに比較的近いカステッロ、カレッジ、
フィエーゾレから、いくぶん離れた北東のムジェッロ地方のイル・トレッビオやカファッ
ジオーロ、それからピサ近郊のアニャーノやコッレサルヴェッティ、ヴォルテッラ近郊の
スペダレットなど、トスカーナ地方の広範囲にわたって分布している。そしてコジモ・イ
ル・ヴェッキオはミケロッツォ・ディ・バルトロメオ、ロレンツォ・イル・マニィフィコ
はジュリアーノ・ダ・サンガッロ、フランチェスコ I世とフェルディナンド I世はベルナル
ド・ブォンタレンティというように、各々ひいきの建築家にヴィラの設計を依頼している。 
図 1 メディチ家家系図 
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表 1 フィレンツェ周辺のヴィラ 
 ヴィラの名称 建築年代 建築家 注文主 
1 Il Trebbio 1427-36 Michelozzo di Bartolomeo Cosimo il Vecchio 
2 Cafaggiolo 1451 Michelozzo di Bartolomeo Cosimo il Vecchio 
3 Careggi 1459 Michelozzo di Bartolomeo Cosimo il Vecchio 
4 Fiesole 1458-61 Michelozzo di Bartolomeo Giovanni di Cosimo 
5 Poggio a Caiano 1480 Giuliano da Sangallo Lorenzo il Magnifico 
6 Castello 1537 Niccolò Tribolo Bernardo Buontalenti Cosimo I 
7 Cerreto Guidi 1565 Bernardo Buontalenti Cosimo I 
8 Pratolino 1568 Bernardo Buontalenti Francesco I 
9 Lapeggi 1581c. Bernardo Buontalenti Francesco I 
10 Marignolle 1585c. Bernardo Buontalenti Francesco I 
11 Ambrogiana 1587 Bernardo Buontalenti Ferdinando I 
12 La Petraia 1594c. Bernardo Buontalenti Ferdinando I 
13 Artimino 1594-98 Bernardo Buontalenti Ferdinando I 
14 Poggio imperiale 1622-24 Giulio Parigi Cosimo II 
 
表 2 フィレンツェ近郊以外のトスカーナ地方のヴィラ 
 ヴィラの名称 建築年代 建築家 注文主 備考 
1 Collesalvetti 1476 （購入）  
Lorenzo 
il Magnifico 
Pisa近郊; 
農園ヴィラ 
2 Agnano 1489  Lorenzo il Magnifico 
Pisa近郊; 
農園ヴィラ 
3 Spedaletto 1489-91  Lorenzo il Magnifico 
Volterra近郊; 
農園ヴィラ 
4 Serravezza 1555 Bartolomeo Ammannati Cosimo I Carrara近郊 
5 La Màgia 1580-90 Bernardo Buontalenti Francesco I Pistoia近郊 
6 Montevettolini 1597 （購入）  Ferdinando I 
Pistoia近郊; 
農園ヴィラ 
 
さてこれらのヴィラには、建物に付属して庭園が設けられている。庭園は今でも残って
いるが、現在見られる庭園の大半はメディチ家の時代につくられたものではない。所有主
が交替し、後の時代の流行にしたがって造りかえられたものもあり、多かれ少なかれ変化
してしまっている。それでは当時の庭園はいったいどのようなものだったのか。実用的だ
ったのか、鑑賞・享楽用だったのか。庭園を構成する要素にはどんなものがあったのか。
ヴィラの立地はどうなのか。本稿では、メディチ家のヴィラの中でも初期の、イル・トレ
ッビオ、カファッジオーロ、カレッジ、フィエーゾレの四つのヴィラをとりあげ、いずれ
もミケロッツォが設計したこれらのヴィラの 15世紀当時の庭園について考えてみたい。メ
ディチ家のヴィラの庭園を扱っている研究文献は概説書を除くとそれほど多くはないが、
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その数少ない文献にもとづいて、これら四つのヴィラの立地と庭園構成について考察し、
ついで庭園構成の変遷の背後に読みとられる庭園観の変化についてもふれてみたい。 
図 2 ヴィラ・メディチ分布図（フィレンツェ近郊） 
図 3 ヴィラ・メディチ分布図（フィレンツェ近郊以外のトスカーナ地方） 
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II イル・トレッビオの庭園 
 
イル・トレッビオのヴィラは、フィレンツェから国道 65号線で北へ 23キロあまり行き、
国道から左へ 2 キロほど入った小高い丘の上にある。現在残る方形の館は、狭間のある塔
をそなえ、外壁に持ち送りがあり、井戸のある中庭を囲むようにたてられている。この館
は、ヴァザーリによれば、ミケロッツォ・ディ・バルトロメオ（1396-1472）がすでにあ
った中世の城砦を改築したものである。「（ミケロッツォは）トレッビオでもさまざまな
改築を行った2。」館の周囲には、糸杉の木立と 15 世紀の庭園がほぼそのままの形で残っ
ている。ミケロッツォによる改築の年代は、1427 年から 1436 年とされている3。1427 年
にジョヴァンニ・ディ・ビッチが土地台帳への届出を行った際に、この土地は次のように
説明されている。「ムジェッロ地方に、城砦にふさわしいところに、居住用の館がある。
農場家屋が数件付属している。サンタ・マリア・ダ・スプニョーレ・ディ・ムジェッロ教
会の教区にある、ア・トレッビオという地所で、庭、草地、中庭、二つのブドウ畑がある4。」
この記述は 1446年と 1451年の資料でもほとんどそのまま見られる5。 
イル・トレッビオを描いている絵で、現在残っている最も古いものは、フランドル人画
家ジュスト・ウテンスの半円壁画であるが、これはミケロッツォによる改築よりも 170年
あまり後の、1598/99 年に年代づけられている6。イル・トレッビオを描いた半円壁画（図
7）を見ると、塔をそなえた城砦風の建物の後に柵と壁で囲まれた緑の草地がある。壁の向
こう側は低くなっていて、遠くSieve川の谷を望む。建物の前には芝生と思われるスペース
があり、そこに緑のあずまやが二つある。これは常緑樹の葉叢をクーポラ型に刈り込んだ
もので、下の木陰にはベンチが置かれていたであろうとされている7。向かって館のすぐ右
手には、管理人の家とも見られる低い建物があり、そのさらに右の壁で囲まれたスペース
の中に、八つに四角く区切られた菜園、そしてその両側に二列のぶどう棚がある。土地台
帳の記述に見られる「二つのブドウ畑」とは、おそらくこの二列のぶどう棚をさすもので
あろうとされている8。そのさらに右側には、小作人の住んでいたと見られる数件の農場家
屋がある。その横には樹木の植えられたなだらかな傾斜地がある。館の手前左手には小さ
な礼拝堂も見える。 
ジュスト・ウテンスの半円壁画と、現在のヴィラのプラン（図 8）を対比させて見ると、
館の周囲の土地の区画は現在にいたるまで大きく変化していないことがわかる。また 15世
紀の土地台帳の記録（1427年、1446年、1451年）にも、館に付属する「庭、草地、中庭、
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図 5 イル・トレッビオ： 
館の平面図 
図 4 イル・トレッビオ：南側から見た館とぶどう棚のある庭園 
図 6 イル・トレッビオ：ぶどう棚の下の散歩道 
二つのブドウ畑」が繰り返し見られることからも、15世紀のコジモ・イル・ヴェッキオの
時代になされた土地の区画が、現在までほぼそのまま残っていると考えられている9。 
イル・トレッビオは、元来農業の拠点であり、現在でいうところの別荘とはやや異なる
農園ヴィラとでもいうべきものである。敷地の中で庭と呼べるのは、館の前の、緑のあず
まやのある芝生のスペース、それから八つに四角く区切られた菜園と二列のぶどう棚のあ
るスペースであろう。この中で館に近い方のぶどう棚が現在も残っている。棚は 24本の煉
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瓦製の円柱に支えられている。円柱の柱頭部分は砂岩でできており、その様式はミケロッ
ツォ風イオニア様式、水生植物の葉の装飾をほどこしたよりアルカイックな様式、やはり
水生植物の葉の装飾をほどこした溝のある様式、の三つに分類される。石と煉瓦でできた
基壇部分には、69 株のブドウ（vitis vinifera）が植えられており、棚の上を這っている。
このようなブドウ棚は、現在ではカンパニア地方のイスキア島やカプリ島で見られるのみ
だが、古代ではよく知られたものだったということである。ミケロッツォは、そうした古
代のモデルにならい、ぶどう棚の木陰の、夏は涼しい快適な散歩道をつくったのかもしれ
ないと推測されている10。 
この現存するぶどう棚と、現在では失われてしまったもう一つのぶどう棚と菜園とは、
図 7 イル・トレッビオ：Giusto Utensの半円壁画 
図 8 イル・トレッビオ：庭の平面図 
－247－ 
埼玉女子短期大学研究紀要 第 14号 2003.03 
高さの異なる二つのレベルをなしていた。つまり高い方のテラスには、現在残るぶどう棚
があり、低い方のテラスには、菜園ともう一つのぶどう棚があった。現存するぶどう棚の
散歩道から、下のテラスに下りる階段が三箇所残っている。起伏の多い土地での造成方法
の一つとして行われている、高さの異なるテラスを設ける方式の一つの例である11。 
このようにイル・トレッビオでは、高さの異なる二つのテラスを設ける方式がとられ、
植物と建築により、快適な庭園空間が造り出されている。円柱の柱頭装飾、プランターの
機能も果たしている基壇部分、上下二つのテラスを設けることによるドラマティックな風
景の演出など、実用的な中にも鑑賞・享楽用の庭園を意識した部分が見受けられる12。ただ
庭園構成要素としての水は用いられておらず、庭の外部の眺望もあまり意識されていない。
館の塔からは周囲がよく見渡せるが、それは敵を見極めるための防御用の眺望であり、風
景を愉しむための眺望ではない。ぶどう棚は木陰の心地よい散歩道を提供しているが、そ
こは内部に向かって閉ざされた空間で、哲学的議論や学問的思索の場にふさわしいとはい
え、外部への眺望は開かれていない。 
 
 
III カファッジオーロの庭園 
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カファッジオーロのヴィラは、イル・トレッビオの近隣にあり、国道 65号線に沿ってい
る。そこは平地で、向かって左手にはこんもりとした森におおわれた丘がある。現存する
城砦風の館は、狭間と持ち送りをそなえ、堂々たるファサードの中央にはやはり持ち送り
のある大きな塔がある。館の正面入口はこの塔の下にあり、大きな扉口は粗面積みの石で
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縁取られている。カファッジオーロは当時の記録の中で次のように書かれている。「サン・
ジョヴァンニ・イン・ペトロイオ教会の教区の、カファッジオーロという場所にある、濠
で囲まれた、城砦としても使える居住用の館と 21軒の農場家屋13。」（1433年）「カファ
ッジオーロにある、城砦としてたてられ、二つの塔、跳ね橋、濠のある居住用の館で、前
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と後に庭がある14。」（1456 年）「城砦風に造られた大きな居住用の館、石造りの濠をめ
ぐらし、正面に囲い壁があり、中に四つの鳩小屋がある。脇には細長い建物と、両側を柵
で囲まれた大きなスペースがある。反対側には石造りの家が数軒、それからこの城砦風の
館の生活に必要な設備のための細長い建物、つまり小屋、家畜小屋、圧搾場、穀物置場と
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図 9 カファッジオーロ：東側から見た館の正面 
図 10 カファッジオーロ：館の平面図 
図 11 カファッジオーロ：Giusto Utensの半円壁画 
4 軒の家がある。したがって、上述の壁で囲まれたスペースと建物や家が城砦を三方向か
ら取り囲み、後方には約 40アールの広さの菜園がある。菜園は三方を壁で囲まれ、残る一
方は生垣で囲まれている15。」（1468年） 
ヴァザーリによると、カファッジオーロのヴィラは、1451 年頃ミケロッツォにより改
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築・設計された。「またミケロッツォの設計と助言によって、コジモ・デ・メディチは、
ムジェッロ地方のカファッジオーロに館をたてた。城砦風の建物で、濠をめぐらし、農場
家屋、園路、庭、木陰の泉、鳥網場、その他田園の住居にふさわしいものを配置した16。」 
イル・トレッビオの場合と同様、カファッジオーロを描いた、現在残る最も古い図像は、
1598/99年のジュスト・ウテンスの半円壁画である。（図 11）この半円壁画はヴィラの改
築の約 150 年後に描かれていることになるが、ミケロッツォ設計の 15 世紀の庭園の様子
をかなり忠実に表していると見られている17。 
この絵では、東側正面から見たヴィラの敷地とその周辺の様子が描かれている。ヴィラ
の左側には樹木でおおわれた丘と小川が流れており、右側には耕作地が広がっている。手
前にも耕作地があり、かなり水量の豊かな川が流れている。これはSieve川と見られる。ヴ
ィラの敷地の中に目を向けてみると、館の後方には壁に囲まれた庭がある。この庭では、
中心軸の左右に、低い生垣で囲まれた四角いパルテールが三つずつ配置されている。パル
テールには、野菜や芳香植物が植えられていたとされている。中心軸のつきあたりには泉
があり、その左右にはぶどう棚がある。泉は、壁に設けられた龕から水が流出し、下に石
造の水盤があって、流れ落ちてきた水を受けるようになっている。パルテールの左手には、
柵で囲まれた菜園と、鳥を捕まえるための網張り場がある18。前庭には芝生が植えられ、緑
のあずまやがある。イル・トレッビオを描いたジュスト・ウテンスの半円壁画にもあった
ような、常緑樹を笠のような形に刈り込んで、下の木陰にベンチを置いたものであろうと
されている19。前庭の柵に沿って木が植えられている。左側には、柵の門がある。右側には
大きさの異なる三つの水盤をもつ噴水があり、吹き上げられた水は、上の小さな水盤から
真中の中くらいの水盤へ、真中の水盤から下の大きな水盤へと流れ落ちている。館の右手
には大きな笠状の葉叢の木がある。奥の庭園も前庭と同様壁や柵で囲まれた空間になって
おり、木のすぐ横の壁に出入り用の扉がある。 
イル・トレッビオとカファッジオーロの半円壁画を比べてみると、庭園スペースに類似
性が見られる。両者とも館の前に芝生があり、そこに緑のあずまやがある。緑のあずまや
は、イル・トレッビオには二つ、カファッジオーロには一つで、ともに常緑樹を笠状に刈
り込んで下にベンチを置いて木陰で涼むことができるようにしたものである。だが同じデ
ザインでありながら、カファッジオーロのあずまやの方が大きめで、支えの棒もふえ、笠
状の部分もいくぶん洗練されたものになっている。またカファッジオーロには大小三つの
水盤を組み合わせた噴水もある。館の後方の庭園スペースをイル・トレッビオのぶどう棚
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のある庭園スペースと比べてみると、ともに壁で囲まれた独立した空間となっており、中
心軸に対して左右対称に四角いパルテールと二つのぶどう棚が配置されている。相違点は、
カファッジオーロでは、四角いパルテールの周囲に低い垣がめぐらされていること、ぶど
う棚がイル・トレッビオでは菜園の両側に長くのびているが、カファッジオーロではほぼ
正方形で庭園のいちばん奥の左右に配されていること、イル・トレッビオでは、一方のぶ
どう棚と、パルテールおよびもう一方のぶどう棚とはレベルが異なるが、カファッジオー
ロではすべて同一レベルにある、そしてカファッジオーロでは中心軸のつきあたりに泉が
設けられていること（この泉はミケロッツォの設計よりも後のものであるという指摘もあ
る20）である。 
このようにカファッジオーロでは、イル・トレッビオと類似する庭園スペースがつくら
れているが、いくぶん洗練されたものになっている。庭園構成要素は、植物と建築にさら
に噴水や泉といった水が加わって、より変化に富んだ庭園空間が造り出されているといえ
る。もともと平地に位置する農園ヴィラであったことから、庭の外部への眺望はあまりな
い。だが庭の内部では、中心軸に対して左右対称に配置されたパルテールや、軸のつきあ
たりに設けられた泉など、パースペクティヴを意識したレイアウトになっている。菜園や
鳥網場を別に設けるなど、ぶどう棚や野菜のパルテールのある庭園スペースは、しだいに
実用的な空間から鑑賞用の空間へ、利益をあげるための土地から愉しむための風景へと移
行しつつあるといえるだろう。 
 
 
IV カレッジの庭園 
 
アルノ川沿いの都市フィレンツェの北西郊外には小高い丘がゆるやかに連なっている。
これらリフレディやカレッジの丘には、14世紀頃から貴族のヴィラがたてられるようにな
り、その中現在まで残っているものも多い。そうしたヴィラは、実用的な農園であるとと
もに快適な別荘の機能をも合わせ持っていた。メディチ家も、1417年にコジモ・イル・ヴ
ェッキオがカレッジのヴィラを買い取ったのを皮切りに、この区域に土地や建物を次々に
購入している。15世紀末には、フィレンツェからカレッジ、カステッロにいたる道沿いに
は、隣から隣すべてメディチ家の土地が並ぶという状況だったという21。その中現在でもカ
レッジのほかに、カステッロやラ・ペトライアのヴィラが残っている。 
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フィレンツェからプラートへ向かう鉄道沿いの Piazza Dalmazia から Viale 
G.B.Morgagniをまっすぐ行くと、S.Maria Nuova病院の敷地につきあたる。かつてのメ
ディチ家のカレッジのヴィラは、現在この病院の敷地になっており、ヴィラの建物は病院
の管理棟として使われている。コジモ・イル・ヴェッキオの時代にはプラトン・アカデミ
ーの拠点で、ここにMarsilio Ficino、Pico della Mirandola、Polizianoといった当時の学
者や知識人が集まったものである。現在残る庭園は、19世紀に造りかえられたものである。
カレッジのヴィラの入口は、Largo Palagiから病院の敷地の東側に沿って Viale Gaetano 
Pieraciniを進んだ 21番地にある。敷地の西側に沿って Terzolle川が流れている。土地の
海抜は約 90メートルである。 
これまで見てきたイル・トレッビオやカファッジオーロの場合は、文字資料は少なかっ
たが、ジュスト・ウテンスの半円壁画が残っていた。何らかの形で図像が残っていると、
当時のヴィラの様子を再現するのに大変役に立つのだが、現在知られている 15世紀の絵画
の中には、カレッジが描かれているものは一つもない。また庭園も後の時代に造りかえら
れており、メディチ家の時代の庭園の痕跡はほとんど残っていない。したがって売買契約
図 12 カレッジ：全体写真 
図 13 カレッジ：館の平面図 
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書や財産目録といった文字資料や同時代のよく知られている庭園等を参考にしながら、15
世紀におけるカレッジの庭園を再構成することを試みるにとどまる。 
カレッジのヴィラは、すでに見たようにゆるやかな南傾斜の土地にあり、敷地の西側に
沿って Terzolle川が流れている。 
1417年にコジモ・イル・ヴェッキオと弟のロレンツォが、Tommaso Lippi から、この
豊かな農園を買い取った。1417年 6月 14日付の購入契約書には、800フローリンという
価格とともに、地所についての次のような説明が記されている。 
「サント・ステファノ・イン・パーネ教会の教区内のカレッジという場所にある農園、
館には、中庭、回廊、井戸、丸天井の地下室、礼拝堂があり、家畜小屋、鳩小屋、塔、壁
をめぐらした菜園、小作人の家 2 軒、ブドウ畑、オリーヴ園、木の植えられた散歩道があ
る22。」 
ヴァザーリによると、ミケロッツォが改築・造園の設計を担当した。「フィレンツェか
ら 2 マイルの、カレッジのヴィラの館をたてた。これは立派な建物である。ミケロッツォ
は現在も見られる泉に水を引いた23。」工事は 1420年から 1459年にかけて行われたとさ
れている24。 
15世紀におけるカレッジのヴィラの様子を伝える資料の一つに、Galeazzo Maria Sforza
が父親にあてた手紙がある。これは 1459 年 4 月にカレッジのヴィラに招かれて滞在した
ときの様子を書いたものである。「カレッジに行ってまいりました。コジモのみごとなヴ
ィラです。あらゆる側から眺めてみて、たいそう魅了されました。じつに快適な、洗練さ
れた庭園のみならず、気品のある館は、居室、台所、広間やあらゆる設備において、この
町で最も立派な建物といえるでしょう25。」 
それではこの庭は具体的にどのような構成になっていたのだろうか。同時代の図像や資
料が不足しているため、正確にはわかっていない。だがもっと後の時代の資料から、東側、
南側、西側にそれぞれ独立した三つの庭園空間があったことが推測されている。たとえば
1736年のヴィラのプランでは、東側に「館の前の芝生（prato davanti alla villa）」、南
側に「庭園（giardino）」、西側に「芝生（prato）」および「菜園（orto）」とかかれて
おり、東、南、西の庭はそれぞれ壁で囲まれ、互いに独立した空間をつくっている26。また
1609年 6月 1日のフェルディナンドI世の財産相続書類では、カレッジのヴィラが次のよ
うに説明されている。「カレッジの地所と館、菜園、庭園、ぶどう園、農場家屋、家畜小
屋27」、そしてこの「庭園」という語は複数で用いられている。Giorgio Vasari il giovane
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図 14 カレッジ：南側の庭園に面した館のファサード 
図 16 カレッジ：南側の庭園と 
フィレンツェの町の眺め 
図 15 カレッジ：北側の庭園と山々への眺望 
のプラン（16世紀末）には庭園のレイアウトは描かれていない。だが館の入口がある東側
には「芝生（prato）」、南側には「庭園（giardino）」、また西側のロッジアの内部に「薬
草園（semplicista）」、西側には「小さな芝生（praticello）」と記されている。さらに次
のような説明もついている。「カレッジのプラン、館の前には大変広い芝生があり、端のA
とかかれたところにロッジアと泉がある28。」 
いずれも同様に東側、南側、西側に独立した庭園空間があったことを示すこうした資料
から、15世紀にミケロッツォがヴィラの設計を担当した時期から、これらの三つの庭園空
間が存在していたであろうと推測されている29。 
さらにヴィラの建物西側の上階部分に、北、西、南の三方にむかって開かれているロッ
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ジアがある。ミケロッツォまたはジュリアーノ・ダ・サンガッロの設計とされており30、1482
年のヴィラの財産目録に「Terzolle川に面した中庭を見下ろすロッジア」という言及がある
ことから、D.Mignaniはいずれにしてもこのロッジアは 1400年代、つまり 15世紀につく
られたものだとしている31。 
図像的資料の不足により、15世紀におけるカレッジの庭園の具体的な様相は明らかにで
きなかった。だが庭園の構成要素としては、芝生、パルテール、樹木といった植物や、泉
のような水が用いられていたことがわかる。さらに上述の開かれたロッジアによって、こ
れまで見てきた庭にはなかった眺望という要素がつけ加わったといえるだろう。このロッ
ジアからは、ヴィラの庭を見下ろし、さらに南側にはフィレンツェの町とキアンティ地方
の丘をかすかに望み、西側にはTerzolle川とアルノ川、Ombrone川に囲まれた平野を眺め、
北側にはムジェッロ地方の山々を望むという壮大なパノラマが開けてきたことだろう32。東
側、南側、西側の三つの庭園スペースはそれぞれの内部で終結し、庭の外部への眺望をも
たない。だが建物内部のロッジアから庭を見下ろし、さらにヴィラの周囲の風景をも愛で
ることができるようになったということは、大きな変化への兆しととらえてよいように思
われる。 
 
 
V フィエーゾレの庭園 
 
フィエーゾレのメディチ家のヴィラは、フィレンツェのすぐ北東のフィエーゾレの町か
ら、Via Vecchia FiesolanaをSan Domenico方面に下っていくと、左側にある。そこはフ
ィエーゾレの丘の中腹の南傾斜の急斜面である。土地の海抜は約 250メートルである。こ
こに 1458年から 1461年にかけてコジモ・イル・ヴェッキオの二番目の息子ジョヴァンニ
の注文により、ヴィラがつくられた。ミケロッツォが設計を担当している。「コジモ・デ・
メディチの息子ジョヴァンニのために、ミケロッツォはフィエーゾレにもう一つ立派な館
を建てた。基礎は丘の斜面に築かれた。莫大な費用がかかったが、利点も多くあった。地
下部分を、丸天井のある地下室、貯蔵室、家畜小屋、酒貯蔵室やその他の便利なことがら
に使った。上階には通常の部屋や広間や他の居室のほかに、図書室や音楽室もつくった。
この建築によって、ミケロッツォは建築家としての才能を十分に示すことができた。建物
はその上大変頑丈にできているので、一寸たりとも傾いていない33。」 
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現存するヴィラの建物と庭園は、18世紀に Lady Orfordにより大きく改築されたものだ
が、20世紀の初頭に二人の建築家 Geoffrey Scottと Cecil Pincentにより、庭園が 15世紀
風に修復された。15世紀当時のヴィラの様子を伝える資料としては、このヴィラを背景に
描いているとされる同時代の 2 点の絵画－ドメニコ・ギルランダイオの『聖母の最後の眠
図 17 フィエーゾレ：全体写真 
図 18 ドメニコ・ギルランダイオ『聖母の最後の眠り』（部分） 
図 19 ビアジオ・ダントニオ『受胎告知』（部分） 
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図 20 フィエーゾレ：館と庭園の平面図 図 21 フィエーゾレ：館と庭園の断面図 
り』およびビアジオ・ダントニオ（もとロレンツォ・ディ・クレディとされていた）の『受
胎告知』－をあげることができる。 
ギルランダイオの絵では、ヴィラの建物にはアーチが四列の柱廊が設けられている。そ
して上下二段のテラス状になった土地を、複雑な形の擁壁が取り囲んでいる。下のテラス
を囲む擁壁に添えられた二つの扶壁が特徴的である。ビアジオ・ダントニオの絵では、建
物の柱廊のアーチが三列だが、やはり土地が上下二段のテラス状になっており、下の方の
擁壁を支えている扶壁も見える。テラス状の土地がより庭園らしくなり、芝生や（柑橘類
などの）樹木も描かれている。このように絵の背景にまで描かれるということは、このヴ
ィラが 15 世紀のフィレンツェ近郊の風景の中でもよく知られたランドマークだったから
であろうとC.BargelliniとP.de La Ruffinère du Preyはいう34。そして工事とアプローチの
むずかしさにもかかわらず、フィエーゾレの丘の上の土地が選ばれ、こうして有名になっ
たのは、一つにはミケロッツォの建築技術のためでもあるだろうとつけ加えている。 
PolizianoはMarsilio Ficinoにあてた 1478年の手紙の中で、フィエーゾレのヴィラの魅
力について次のように語っている。「カレッジでは夏の暑さのため過ごしにくいようでし
たら、フィエーゾレもお考えになってはいかがでしょうか。丘の中腹にあって、水も豊か
です。ちょうどいい具合に風が涼しさをもたらしてくれますので、日当たりもさほど気に
なりません。アプローチからは館のまわりに木が生い茂っているように見えますが、館に
着くと、そこからフィレンツェの町が見渡せることがわかります。この付近はだいぶ建物
がふえてきましたが、それでも思う存分にありがたい孤独を味わうことができます35。」ま
たアントニオとピエロ・ポライオーロの『受胎告知』（c.1470 ベルリン国立美術館）の絵
の中で、窓の外に描かれているフィレンツェの町やその向こうの山の風景は、このフィエ
ーゾレのヴィラからの眺めであるとされている36。FerraraとQuinterioによると、建築年代
は 1451年から 1457年にかけてであるという37。 
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さてこのように傾斜地の利点を最大限に活用し、上下二段のテラスがつくられたのだが、
これら二段のテラスにはどのような庭がしつらえてあったのだろうか。ロレンツォ・イル・
マニィフィコの財産目録には、まず二つの柱廊があることが書かれている38。そして次のよ
うな記述がある。「その向こうに庭がある。館の後に壁で囲まれた庭園があり、石造りの
縁で区切られたパルテールがいくつかある。また糸杉、樅などの植え込みのスペースと、
館から離れたところに柵で囲まれたスペースがある39。」つまり、庭の中で観賞用植物や薬
草を植えるorticini（パルテール）と、野菜畑であるortaccioがはっきり区別された別々の
スペースになっていたということであろう。ジョヴァンニがバラを栽培していたことは、
手紙から知られている40。また 1455年から 1457年にかけてジョヴァンニ宛に書かれた手
紙には、庭に関連するものがいくつかある。手紙を書いているのは、ジョヴァンニの妻
Ginevra de’ Alessandriとメディチ家の代理人のGiovanni MacinghiとGiovanni di Luca 
Rossiである。たとえば 1455年 8月にGinevra de’ Alessandriは、所用でミラノに行って
いるジョヴァンニに、庭の壁の一つが不安定であることについて次のように書いている。
「ピエロが、職人何人かにフィエーゾレに行ってもらって、この壁について何かいい解決
法がないかどうか見てもらいました。でもあなたがいらっしゃらないと何もできないとい
っています41。」また 1455年 4月 8日付のGiovanni Macinghiの手紙は、ヴィラの水源と
なる泉を掘る工事に関するものである。「水については相変わらずあふれんばかりに流れ
ています。明日職人 8人に水源をさがさせようと思います42。」そして 1455年 4月 13日
付のGiovanni di Luca Rossiの手紙では「フィエーゾレへの道の方からくる」水脈がみつか
ったことが書かれている。「水量はとても多く、あらゆる場所で使えます。ご安心くださ
い。これで本当に十分です。こんなに豊かに流れる、いろいろな美しいことに使える水を、
堪能しつくすことはできません43。」この水がどのような庭園装飾に使われたかということ
は具体的にはわかっていないが、泉や噴水に使われたことは十分に想像できる44。さらに
1455 年 4 月 11 日付の手紙で、Giovanni di Luca Rossiは次のように書いている。
「Bartolomeo Serragliが一週間以内にナポリへ行きます。フィエーゾレにあるといいと思
うものを彼に頼んでおきました。つまりナポリのザクロ、オレンジ、レモンの木・・・や
その他いくつかのものです45。」 
このようにフィエーゾレの庭園では、パルテールがあり、バラや柑橘類や糸杉、樅など
の樹木が植えられていたことがわかる。また水源の発見により、庭の中に泉や噴水が設け
られていたと推測される。 
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図 22 フィエーゾレ：東側から見た館と庭園およびフィレンツェの町の眺め 
図 23 フィエーゾレ：上段の庭園とフィレンツェへの眺望 
このように見てくると、フィエーゾレの庭園は、これまで見てきた三つのヴィラの庭園
に比べて、かなり洗練されたものになっていたと考えられる。上下二段のテラス状にしつ
らえられた庭園では、実用的な庭と鑑賞・享楽用の庭が分かれていた。上段の鑑賞用の庭
には、緑のパルテール、糸杉や樅などの木立、種類の豊富なバラや多くの柑橘類が植えら
れていた。泉や噴水もあったと推測される。未だ庭園の中に階段が設けられておらず、上
のテラスから下のテラスに移動するのに、建物の内部を経由しなければならないとはいえ、
急斜面に、道から高くなったテラスにしつらえられたこの庭園では、プライバシーと孤独
が確保されるとともに、周囲の風景への眺望も開けてくる。カレッジ、カファッジオーロ、
イル・トレッビオのヴィラが「未だ《中世風》で、内部に向かって終結し、外部とのつな
がりをもたない」のに対して、フィエーゾレのヴィラは、「周囲の自然と緊密に結びつい
ている46。」 
フィエーゾレは眺望のために丘の中腹のこの土地が選ばれたというが、そこはたしかに
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壮大なパノラマが開けてくる場所である。レオン・バティスタ・アルベルティは、のぞま
しいヴィラのあり方について次のように述べている。「貴族の住居は、地所の中でも、特
に肥沃でなくてもよいが、他の点で傑出している場所にたてるとよい。すなわち風通し、
日当たり、眺望がよく、快適なところ。持ち主の農園とをつなぐ平坦な道、それからお客
を迎えるのにふさわしい並木道があること、よく見える場所にあり、都市、城砦、海また
は広い平原を見渡せる場所にあること、また名だたる丘や山の頂、美しい庭園にも視線を
馳せることができること、さらに釣りや狩りの豊富な機会を与えてくれること47。」 
フィエーゾレのヴィラの眺望は、Georgina Massonもいう通り48、レオン・バティスタ・
アルベルティの推奨する眺望によく合致している。フィエーゾレにいたって、庭の内外の
眺望は、にわかに重要性をおびてくることになる。この眺望は借景というよりももっとド
ラマティックでダイナミックな風景である。 
 
 
VI おわりに 
 
このように、ミケロッツォ設計の四つのヴィラの庭園を年代順に見てきたが、各々の庭
園について、考察した結果をまとめると表 3・4のようになる。 
そこから以下のことがわかるであろう。 
 
1. 植物は、イル・トレッビオやカファッジオーロでは概して実用的なものだったが、フィ
エーゾレでは純粋に見たり愉しんだりするための植物が植えられている。 
2. イル・トレッビオを除く三つのヴィラでは、泉や噴水といった水の庭園装飾が用いられ
ている。 
3. フィエーゾレは、テラス式庭園の点でも、庭からの眺望の点でも傑出している。 
 
庭からの眺望という項目は、今回とりあげた四つのヴィラの中ではフィエーゾレにのみ
あてはまるものだったが、これは大変重要な項目と考えられる。庭はどんな風に見えるか、
庭からは何が見えるか、周囲にはどんな風景が広がっているかといった眺望の問題は、ど
のようなレイアウトになっているか、どのような植物が植えられているか、どのような装
飾がほどこされているかといった庭のデザインの問題と同じくらい重要である。 
だがこの眺望には、目の前の風景を愉しむという以上の意味があるように思われる。
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表 3 ミケロッツォ設計のヴィラの立地 
 ヴィラの名称 Firenzeから 立地 付近の川・水源 備考 
1 Il Trebbio 約 24km 丘の上 （Sieve） 農園ヴィラ； 
テラス式庭園 
2 Cafaggiolo 約 23ｋｍ 丘と川に囲ま
れた平地 Sieve 農園ヴィラ 
3 Careggi 約 3km ゆるやかな南
傾斜地 Terzolle 
プラトン・アカ
デミーの拠点 
4 Fiesole 約 4km 急な南傾斜地 Fiesole付近に水脈 テラス式庭園 
 
表 4 ミケロッツォ設計のヴィラの 15世紀の庭園 
 ヴィラの名称 植物（実用） 植物（鑑賞） 水 庭からの眺望 館からの眺望 
1 Il Trebbio ぶどう棚； 
菜園 
ぶどう棚； 
菜園；芝生； 
緑のあずまや 
  
ヴィラの敷
地；周囲の
丘；Sieve川 
2 Cafaggiolo ぶどう棚； 
菜園 
ぶどう棚； 
菜園；芝生・ 
緑のあずまや 
噴水・泉  ヴィラの敷地 
3 Careggi 菜園 芝生； 
パルテール 噴水・泉  
ヴィラの庭； 
フィレンツェ
の町；周囲の
丘・平野 
4 Fiesole 菜園 
柑橘類； 
バラ； 
糸杉、樅； 
芝生 
（噴水・泉）
フィレンツェ
の町；周囲の
丘・平野 
ヴィラの庭； 
フィレンツェ
の町；周囲の
丘・平野 
 
Polizianoは、コジモ・イル・ヴェッキオの次のようなことばを伝えている。「コジモは、
ムジェッロ地方のカファッジオーロの館の方が、フィエーゾレの館よりも景色がいいとい
つもいっていた。というのも、カファッジオーロでは見えるものすべてがメディチ家の所
有であったのに対し、フィエーゾレではそうではなかったからである49。」 
コジモよりも息子のジョヴァンニのほうが人文主義的気風になじんでいたといわれる。
コジモにとっては、ヴィラへの投資は、一家の財産の礎を築き、経済的地位をゆるぎない
ものにすることだったのに対し、ジョヴァンニにとっては古代からの伝統にのっとった田
園の生活の再発見であり、otium50と哲学的思索のための理想的な場所を求めることだった。
カレッジにつづいてプラトン・アカデミーの拠点となったフィエーゾレのヴィラについて
G.A.Jellicoeはいう。「ルネサンスの曙を飾るものの一つであるこの建物の中で、芸術と自
由を愛する気風が育まれ、ここから広まっていった51。」 
周囲の風景を見るということは、単に眺めるというだけでなく、見ることによって支配
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する、あるいは再認識するという象徴的意味もおびてくるであろう。内部へ閉じこもろう
とする中世の庭園から、外部の眺望をもとりこもうとするルネサンスの庭園へ。内面をみ
つめようとする中世風の思考から、外界の現実に再び目を向け、新たな現実認識を模索す
るルネサンス的思考へ。中世の庭園からルネサンスの庭園への移行は、風景、植物、水の
純粋な鑑賞・享楽とともに、眺望の確保を指標として考えることができるだろう。James 
S.Ackermanは、外部への眺望を意識的に取り入れたフィエーゾレのヴィラについて次のよ
うにいう。「フィエーゾレのヴィラの形態と機能における驚くべき革新性は、メディチ家
の初期の地所の経済的な価値観―収入、安全、都市の館の食糧確保―が、思想的な価値観
にとってかわったことだ。これにより風景のイメージは、自然という日常生活の舞台とは
何か別のものに昇華されている。フィエーゾレは、美学的、人文主義的価値を謳歌してい
る。丘の上からの眺望をそれ自体のために愉しみ（少し前にはペトラルカの書簡に見られ
るように、風景は道徳的に解釈されていた）、郊外の孤高から眼下に都市を見下ろし、雑
事にわずらわされずに閑暇を愉しむことのできる場所。ミケロッツォのアーケードのある
シンプルなキューブは、物質的利益を考慮せずに設計された最初の近代的なヴィラだとい
える52。」つまり、庭園の背後には、何を美しいと思うかといった美意識や何をいちばん大
切なものと考えるかといった価値観が想定されるのである。フィエーゾレのヴィラでよう
やく可能になった、現実生活の舞台である都市を俯瞰的に眺め、周囲に展開する美しい風
景に視線を馳せることに、われわれはより広い視野のもとに現実を感覚的に再認識しよう
とするルネサンスの精神を読み取ることができるだろう。庭園における眺望という概念の
もつ重要性をあらためて強調しておきたい所以である。 
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